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新
しんかわ

川蒼
そういちろう

一郎く ん
[2010（平成 22）年生 ]

三
み し ま

島 和
か ず お

夫 さ ん
[1938（昭和 13）年生 ]

　

辻
さ
ん
は
町
内
の
高
校
を
卒

業
し
、
平
成
31
年
4
月
か
ら
羊

蹄
山
ろ
く
消
防
組
合
倶
知
安
消

防
署
の
職
員
と
し
て
勤
務
し
て

い
る
。

　
「
昨
年
は
後
輩
に
仕
事
を
教

え
る
場
面
が
増
え
、
立
場
の
変

化
と
と
も
に
意
識
も
変
わ
り
、

自
分
自
身
も
成
長
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
」

　

現
在
、
山
岳
救
助
隊
の
育
成

隊
員
と
し
て
訓
練
に
励
ん
で
い

る
辻
さ
ん
、
今
後
も
努
力
を
重

ね
、
過
酷
な
現
場
で
人
命
を
救

う
消
防
職
員
を
目
指
し
た
い
と

　

美
し
い
花
が
町
内
外
か
ら
訪

れ
る
多
く
の
人
を
楽
し
ま
せ
る

『
三
島
さ
ん
ち
の
芝
桜
』。
そ
の

手
入
れ
を
一
人
で
行
う
三
島
さ

ん
は
、
コ
ロ
ナ
禍
で
観
光
客
が

減
る
近
年
を
寂
し
い
と
嘆
く
。

　
「
訪
れ
た
人
と
の
交
流
で
は
、

い
つ
も
元
気
を
も
ら
っ
て
い
ま

す
。
リ
ピ
ー
タ
ー
や
海
外
か
ら

辻
つじ

優
ゆ う ま

真 さ ん
[1998（平成 10）年生 ]

目
標
を
語
る
。

　

4
年
目
と
な
る
今
年
は
、
先

輩
や
仲
間
に
信
頼
さ
れ
る
職
員

を
目
指
し
た
い
と
話
す
。

　
「
救
急
救
命
士
と
し
て
は
、

ま
だ
現
場
に
立
て
て
い
ま
せ
ん

が
、
今
は
仲
間
を
支
え
な
が
ら

経
験
を
積
み
、
努
力
を
続
け
た

い
で
す
」

来
る
人
も
多
く
、
以
前
の
よ
う

に
多
く
の
人
が
来
て
く
れ
る
日

が
待
ち
遠
し
い
で
す
」

　

三
島
さ
ん
が
芝
桜
を
植
え
始

め
て
か
ら
、
も
う
す
ぐ
20
年
が

た
つ
、
今
後
も
こ
の
景
色
を
楽

し
み
に
す
る
人
が
い
る
限
り
、

一
生
懸
命
手
入
れ
を
し
て
い
き

た
い
と
話
す
。

　
「
大
好
き
な
芝
桜
の
手
入
れ

を
し
て
い
る
今
が
、
人
生
で
一

番
充
実
し
て
い
ま
す
。
こ
こ
を

訪
れ
た
人
た
ち
に
、
花
を
通
じ

て
笑
顔
に
な
っ
て
ほ
し
い
と
思

い
ま
す
」

　

町
の
ア
ル
ペ
ン
少
年
団
に
所

属
す
る
新
川
く
ん
、
昨
シ
ー
ズ

ン
は
コ
ロ
ナ
禍
で
例
年
通
り
の

活
動
は
で
き
な
か
っ
た
が
、
小

学
校
最
後
の
年
と
な
る
今
シ
ー

ズ
ン
は
、「
さ
ら
に
技
術
を
磨

き
、
大
会
で
優
勝
し
た
い
」
と

目
標
を
語
る
。

　

新
川
く
ん
は
2
歳
の
と
き
に

ス
キ
ー
を
始
め
、
小
学
1
年
生

で
ア
ル
ペ
ン
少
年
団
に
入
団
し

た
。
今
年
は
６
年
生
と
し
て
、

こ
れ
ま
で
の
経
験
を
生
か
し
、

下
級
生
に
教
え
て
あ
げ
た
い
と

い
う
。

経験を生かして下級生のお手本に
　

２
０
２
１
年
を
振
り
返
り
、

修
学
旅
行
が
思
い
出
に
残
っ
て

い
る
と
い
う
新
川
く
ん
、
中
学

生
に
な
る
今
年
の
目
標
に
つ
い

て
、「
勉
強
も
部
活
動
も
さ
ら

に
力
を
入
れ
て
頑
張
り
た
い
」

と
笑
顔
で
話
す
。

誰からも信頼される消防職員に

花を通じて笑顔になってほしい

新年 抱 負 寅年生まれの皆さんに
聞きましたの

● 自 治 功 労 賞 … 町の自治振興に尽力し、もしくは貢献し、または多年職務に精進し、その功績が顕著な方
● 産 業 功 労 賞 … 町の産業の振興に尽力し、または貢献し、多年職務に精進し、その功績が顕著な方
● 教育文化功労賞 … 町の教育・文化・体育などの振興に尽力し、もしくは貢献し、その功績が顕著な方
● 社 会 功 労 賞 … 町の社会福祉、民生安定等の振興に尽力し、または町の進展に貢献し、その功績が顕著な方
● 公 益 功 労 賞 … 町の公益に関する事業の推進に尽力し、もしくは貢献のあった方
● 被 顕 彰 者 … 叙勲または褒章の授与、政府各省大臣からの表彰を受けた方

被 顕 彰 者

藤
ふじた

田　義
よしお

雄さん
瑞宝双光章（防衛功労）

被 顕 彰 者

玉
たまおき

置　好
こうしょう

照さん
瑞宝双光章（更生保護功労）

公 益 功 労 賞

株式会社アイモバイル
町に 100 万円を寄付

寅寅年年

公 益 功 労 賞

株式会社中山組
町に 100 万円を寄付

令和3年度倶知安町功労賞

功績をたたえて

公 益 功 労 賞

荒
あらの

野　倫
みちひろ

弘さん
町に 300 万円を寄付

公 益 功 労 賞

橘
たちばな

　俊
しゅんいち

一さん
町に 100 万円を寄付

生生ままれれ

自 治 功 労 賞

作
さくい

井　繁
しげき

樹さん
平成 23 年より 10 年間にわた
り、町議会議員として、地方
自治の振興に貢献している。

自 治 功 労 賞

田
たなか

中　義
よしひと

人さん
平成 23 年より 10 年間にわた
り、町議会議員として、地方
自治の振興に貢献している。

教 育 文 化 功 労 賞

本
ほんま

間　栄
さかえ

さん
スキー連盟の主要役員として
精力的に運営に携わるととも
に、日本赤十字社雪上安全法
指導員のリーダーとして、連
盟およびスキーの充実発展に
多大な貢献をした。平成 7 年
からスポーツ協会理事を歴任
し、町のスポーツ振興と普及
に多大な貢献をした。

産 業 功 労 賞

川
かわばた

端　克
かつひこ

彦さん
倶知安商工会議所役員・議員
として 20 年以上尽力してい
る。青年会議所に入会後も精
力的に活動し、卒業後はライ
オンズクラブに入会。現在に
至るまで通算 22 年間、奉仕
活動を行っている。

社 会 功 労 賞

田
たむら

村　秋
あきお

夫さん
倶知安町共同募金委員会の募
金委員や評議員などを 20 年
にわたり務め、訪問ボラン
ティア活動にも長年従事し、
活動の拡大に尽力した。
また、交通・災害遺児の支援
や健全育成のため、倶知安町
社会福祉協議会に 50 万円を
寄付し、町の社会福祉の振興
に多大な貢献をした。

教 育 文 化 功 労 賞

千
ちさか

坂　昭
しょういち

一さん
昭和 51 年にバドミントン協
会に入会後、各種大会にお
いて主要役員として精力的に
運営に携わる。平成元年から
スポーツ協会の評議員を歴任
し、町のスポーツ振興と普及
に多大な貢献をした。

産 業 功 労 賞

三
みやけ

宅　幸
ゆきひこ

彦さん
平成 18 年に土地改良区理事
に就任以来、長きにわたり組
織の育成と運営の向上に貢献
した。強いリーダーシップと
豊富な経験をもって地域の適
正な農地保全や良好な景観維
持活動など農業振興に尽力し
他の模範になっている。

公 益 功 労 賞

一般財団法人
北海道信用金庫ひまわり財団

町に 100 万円を寄付

被 顕 彰 者

川
かわしま

島　圭
けいじ

司さん
瑞宝双光章（防衛功労）

被 顕 彰 者

阿
あ べ

部　和
かずのり

則さん
旭日小綬章（産業振興功労）


